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Fast Track Projectの成果

FTP

今後の課題

背景

• 薬剤耐性腸球菌（VRE）はWHOが研究開発を優先すべき薬剤耐性菌の一つであり、新

規抗菌薬の開発が急務

• VREのNa⁺輸送性V-ATPaseを標的とした阻害剤 V-161を同定

• V-161結合型V-ATPaseの高分解能構造（2.2 Å）をクライオ電顕解析により決定

• V-161はVREの腸管定着を抑制する一方、結合親和性と大腸への到達性に改善の余地

• 抗菌薬候補として、①V-ATPaseへの結合親和性向上、②膜透過性低下が重要

目的

• V-ATPaseの立体構造情報（千葉大） × 分子生成AI（ChemTSv2:横市大）×

ビルドアップライブラリー法（北大）を融合

• 高い結合親和性と低い膜透過性を兼ね備えたV-161誘導体を創出

• VRE感染マウスで腸管定着抑制効果を検証し、新規抗菌薬開発に向けたPOCを取得


